
 

戦中の金属回収に伴う「梵鐘
ぼんしょう

供 出
きょうしゅつ

」の様子 

 昭和 16 年(1941 年)に出された「金属類回収令」の一環として、同年「寺院、教会等ニ対スル金属類特別回収ノ件」

が文部省宗教局長から出ました。「神鏡、仏体」等の直接信仰の対象となる物や歴史上、美術上、特に保存の必要

ある物等を除いて供出が求められました。上越の寺院の梵鐘は、「時の鐘」等を除き、ほぼ全ての鐘が供出されました。 

 上は、その様子を伝える貴重な写真です。判読できる寺院名は、いずれも旧津有村（昭和 30 年に高田市に編入合

併）のものです。（背後の建物は旧津有村役場か？） 

写真提供：新潟ハイカラ文庫 


